
 
災害リスクについて 

 

資料２ 
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菊鹿盆地

狭窄部上流の盆地部に複数の河川が合流 

熊本市 
北区 
植木町 

和水町 

菊鹿盆地 

玉名 和水 山鹿 菊池 

阿蘇山 

菊池川における地形の特徴（山鹿市） 



昭和57年 
7月23日～7月25日 
（菊池川流域全体への

大雨による洪水） 

死者6名、行方不明者1名、負傷者12名 
床上/床下浸水3,721戸 
道路被害1,365箇所 
田畑冠水4,575ha 
橋梁流出14基 
総氾濫面積27.97km2 

平成2年 
6月28日～7月3日 

（大分県境への集中し
た大雨による洪水） 

死者1名、負傷者5名 
家屋全半壊22戸 
床上/床下浸水2,227戸 
田畑冠水247.8ha 
 

 

平成24年 
7月12日～14日 

（阿蘇山等合志川上流
山間地域への集中した

大雨による洪水） 

床上浸水76戸 
床下浸水27戸 
浸水範囲232ha 
 
 
 

過去の主な出水の降雨の特徴 

昭和57年7月洪水 

平成2年7月洪水 

平成24年7月洪水 

梅雨性  12hr雨量 254.2mm
  

 

梅雨性  12hr雨量  312.2mm
  

 

梅雨性  12hr雨量  245.3mm
  

 

洪水時の雨の降り方が異なる 



過去の被害情報（昭和５７年） 

 梅雨前線の発達に伴って7月23日に降り始めた雨は、流域内すべての観測所において時間雨
量50mmを越え、菊池川の水位は1時間に1.26～1.46mも上昇するという、昭和28年の大雨
に匹敵する洪水が発生した。 
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山鹿市街地

本川33km付近山鹿特殊堤周辺部からの越水
（山鹿市下町）

写真1.2.7 支川内(うち)田(だ)川と県道の増水状況（和水町）

支川和仁川0.6km付近平野橋流失
(三加和町)

写真1.2.8 支川合志川6.5km付近浸水状況（熊本市）

死者 7名
負傷者 12名
家屋全壊 8戸

半壊 9戸
床上下浸水 3,721戸
田畑被害 4,575ha

・行方不明者 



過去の被害情報（平成２年） 

 梅雨前線により６月29日から降り始めた雨は、７月2日の早朝にかけ豪雨となり、山鹿水位
観測所では観測史上最高の水位に達した。また、玉名流量観測所では実測の流量観測値が計画
高水流量を大幅に上回る過去最大流量となった。この洪水により、菊池川全川の無堤地区等に
おいて越水や氾濫の被害が発生した。 

本川52km付近築地地区の氾濫状況
(菊池市)

本川32.8km付近清流荘付近の増水状況
(山鹿市)

山鹿市熊入温泉付近の被災状況

本川14.2km付近 溝の上地区の浸水状況
(玉名市)

死者 1名
負傷者 5名
家屋全半壊 22戸
床上床下浸水 2,227戸
田畑被害 248ha

・行方不明者 



 平 成 ２ ４ 年 ７ 月 の 九 州 北 部 豪 雨 で は 、 熊 本 県 北 部 を 中 心 に 、 こ れ ま で 経 験 し た こ と の な い 非 常 に 強
い 豪 雨 と な り 、 菊 池 川 の 支 川 合 志 川 で は 、 河川 か ら 川 の 水 が 溢 れ 出 し 、 家 屋 や 田 畑 が 浸 水 す る な ど 、
甚 大 な 被 害 に 見 舞 わ れ た 。  
 平 成 2 7 年 度 よ り 、洪 水 の 流 れ を 著 し く 阻 害 し て い る 平 島 堰 の 改 築 及 び 、河 川 内 の 堆 積 土 砂 の 掘 削
な ど 継 続 し て 実 施 中 。  
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過去の被害情報（平成２４年） 

植木温泉街の浸水状況（７月１２日１０：００頃）

平島橋

米塚橋

熊本市北区
（植木温泉街）

氾濫流

①

住宅街に流入する氾濫流（伊知坊橋上流左岸）
（７月１２日９：００頃）

③

舟島橋周辺の状況
（７月１２日１０：００頃）

⑤
舟島橋

越流

越流

⑤

住宅街を流下する氾濫流（宝田橋右岸）
（７月１２日９：００頃）

氾濫流

⑥

熊本市北区植木町米塚

米塚橋

植木温泉付近の浸水状況

②

住宅に流入し合志川へ戻る氾濫流
（伊知坊橋上流右岸）（７月１２日９：００頃）

合志川

④

：浸水区域 （内水含む）

：越水箇所

【 凡 例 】

：掘削工事着手箇所
※１）浸水面積は国土交通省による調査結果です。
※２）浸水被害には内水による浸水が含まれています。

平成24年7月
合志川被害の状況

浸水範囲 ２３２ha

浸水戸数（床上） ７６戸

浸水戸数（床下） ２７戸



菊池川管理施設現況 堤防整備率７７．７％ 

未整備箇所イメージ 

現状の堤防整備状況 
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Ｓ５７年洪水とＨ２年洪水とＨ２４年洪水の比較 

 

凡例 （洪水状況） 

Ｓ５７ 

Ｈ２ 

Ｈ２４ 

玉名市 

S57.7 洪水 H2.7 洪水 

浸  水  面  積 【ha】 約2, 800 浸  水  面  積 【ha】 約1,450 

H24.7 洪水 

浸  水  面  積 【ha】 約749 

約2,622 m3/s 
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101 床 下 家 屋 【戸】 

出水被害状況 

流 量  
死    者【人】 

家屋全・半壊【戸】 

床 上 家 屋 【戸】 

0
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洪水による浸水家屋戸数の推移

約95％減少

0
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洪水による浸水面積の推移

約73％減少
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1,159 
1,068 床 下 家 屋 【戸】 

出水被害状況 

流 量 （玉名地点） 

死    者【人】 

家屋全・半壊【戸】 

床 上 家 屋 【戸】 

7 
17 

1,157 
2,564 床 下 家 屋 【戸】 

出水被害状況 

流 量 （玉名地点） 

死    者【人】 

家屋全・半壊【戸】 

床 上 家 屋 【戸】 

約4,480 m3/s 約3,270 m3/s （玉名地点） 

４ 

洪水被害比較 

築堤等改修の効果により、洪水被害が軽減している。 



6月
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【竜門ダム 放流状況写真】 

  

【竜門ダムの洪水操作】 〈流入量〉 
ダムへ流れてくる水量 
最大約１３４立方㍍／秒 
（７月６日１８時４５分） 

〈放流量〉 
下流の河川へ流す水量 

  約９９立方㍍／秒 
 （ ７月６日１８時４５分） 

 ダムへ流れてくる 
 水量の約３割低減 
 させて流しました 

農業用水・工業用水・水道
用水などに利用するため
常時貯めている水量 

洪水量に達した水位 ２７３．７２ｍ 

７月６日の大雨で貯めた最大水量 約１７０千立方㍍ 

最高水位 ２７４．２２ｍ 

【竜門ダムの洪水調節状況】   

約１３ｃｍ低減 

レ 
ベ 
ル  
５ 

４ 
３ 
２ 
１ 

ダムで調節しなかった場合 

の推定水位 ２．００ｍ 

今回の大雨で観測したダム効果 

最大時の河川水位 １．８７ｍ 

右岸側 

左岸側 

水防団待機水位 1.0m はん濫注意水位 1.5m           避難判断水位 1.6m 

          はん濫危険水位 1.9m           計画高水位 2.02m 

【竜門ダムにおける水位低減効果（最大）】 

時刻 

竜門ダムの効果 



駐車場等高水敷スペースの浸水状況

菊池川における雨と水位の特徴（玉名市） 

河川水位と潮汐の関係（H24年７月出水） 

長洲潮汐 

零点高 
満潮とピークが重なっていたら 
さらに危険な状況になっていた。 

潮汐により水位上昇の可能性がある。 

長洲潮汐 

玉名水位 

氾濫危険水位 5.9m 

氾濫注意水位 4.4m 



 

 

 

  

 

     

 
 

 

 

 

 

 

 
    

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 

 

 

    

 

  

 

 

 
  

 

菊池川における雨と水位の特徴（玉名市） 

雨は降ってないが、 
大雨の予報が発表される 
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氾濫危険水位超過 

深夜 早朝 

約3.5時間 

決壊の恐れ 
 →避難が困難 

零点高 

水位と避難行動のタイミング（H24年７月出水） 

気象情報を入手し、 
早めの避難を！ 

氾濫危険水位 5.9m 

氾濫注意水位 4.4m 



家屋は高いところにあるが、周辺道路が冠水し孤立するため、避難不可能。また土砂災害の危険性が高い。 

孤立箇所 

冠水した道路 

冠水した道路 

道路 

集落 

山 

孤立による救助のイメージ 

菊池川における避難行動の重要性（孤立化の危機）（和水町） 



堤防の浸透（漏水）・侵食 
 
 
 
       
 
 

【浸透（漏水）・侵食の進行イメージ】 

侵食の発生 異常な侵食の発生 侵食の拡大による堤防決壊の恐れ 

【浸透・侵食による堤防の決壊（イメージ）】 
【侵食】 

越水氾濫以外の堤防決壊リスク① 



■ 堤防の浸透による矢部川の決壊（Ｈ２４．７．１４）  
 
 

堤防の浸透（漏水） 
 
 
       
 
 

越水していないが長時間 
高い水位が続き堤防が決壊！ 

柳川市大和町六合 
（旧西津留） 

東津留 

浸透による矢部川の堤防決壊（Ｈ２４．７．１４） 

13:20 決壊 

越水氾濫以外の堤防決壊リスク② 



水位が高い状態が長時間続くことにより漏水が発生 

■漏水実績 
（Ｈ９.7.9  菊池川右岸４３／８００ 菊池市七城町清水地区）  

漏水箇所 

水位との高低差 約３ｍ 

約3km上流にある 
広瀬水位観測所からの推定 
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赤星雨量 

広瀬水位 

避難判断水位 3.4m 

はん濫注意水位 2.7m 

水防団待機水位 1.5m 

はん濫危険水位 3.9m 

菊池川水系菊池川 平成9年7月9日出水 

零点高 

菊池川における越水氾濫以外の堤防決壊リスク（菊池市） 
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平真城雨量 

佐野水位 

避難判断水位 2.8m 

はん濫注意水位 2.7m 

水防団待機水位 2.0m 

はん濫危険水位 3.1m 

菊池川水系合志川 平成24年7月12日出水 

堤防の高さ（天端） 

零点高 

合志川 （急激な水位上昇と越水氾濫） 

越水 

水
位 

雨
量 

氾濫危険水位超過 

約7時間 

8：
30

 

時刻 

3：
30

 

安全に避難可能 

2：
30

 

9：
30

 

0：
00

 

約5時間 

平常時から 
はん濫危険水位まで 

2.5時間で上昇 

越水のため 
避難不可 

合志川における雨と水位の特徴（熊本市北区植木町） 



熊本市（流木による被害拡大） 

ふれあい橋が落橋したことにより、今後、大規模な出水時には
大量の流木が舟島橋に流入する恐れがある。 

Ｈ２４．７．１２出水時の舟島橋の様子 

（舟島橋） 

流木のひっかかりは少ない。 

約６km下流 

合志川における被害を拡大する流木の危機性 

Ｈ２４．７．１２出水時のふれあい橋落橋の様子 

大量の流木が橋梁にひっかかっている。 

上流での土砂崩れの例 

（菊池川上流部） 

（ふれあい橋） 



豪  雨 

出典：西日本新聞（Ｈ２７．７．１１） 

出典：読売新聞（Ｈ２７．９．１２） 



台  風 

出典：熊本日日新聞（Ｈ２７．８．２５） 

出典：読売新聞（Ｈ２７．８．２６） 

出典：西日本新聞（Ｈ２７．８．２６） 



土砂災害 

出典：熊本日日新聞（Ｈ２６．８．２２） 

出典：熊本日日新聞（Ｈ２６．８．２３） 



高  潮 

出典：朝日新聞（Ｈ１１．９．２５） 



 近年、線状降水帯の発生にともなう豪雨災害が頻発 
 雨の降り方が局地化・激甚化・集中化しており、災害発生リスクが高くなっている 

平成24年7月 九州北部豪雨災害 平成26年8月 広島土砂災害 平成27年9月 関東・東北豪雨災害 

気象庁レーダ 

広島県広島市 

死者74名、負傷者44名 
全壊132戸、半壊122戸 

平成26年8月20日01時10分レーダ画像 

熊本県熊本市 

死者31名、行方不明者3名、負傷者32名 
全壊279戸、半壊1863戸、 
床上浸水7938戸、床下浸水13,035戸 

※福岡県、熊本県、大分県、佐賀県の被害合計 

茨城県常総市 

死者2名、負傷者30名、救助者約4300名 
床上浸水4,400戸、床下浸水6,600戸 

※茨城県常総市関係 

平成24年7月12日04時レーダ画像 

国交省レーダ 

平成27年9月10日03時レーダ画像 

気象庁レーダ 

気候変動のリスク 



気候変動等における災害リスク 

出典:想定最大外力（洪水、内水）の設定に係る技術検討会 （国土交通省） 

 今後100年間での降雨量と基本高水を超える洪水発生頻度は、高くなる予測であり、災害リスク
は確実に上昇。 

気候変動のリスク 



氾濫シミュレーション 

※想定し得る最大規模の降雨を前提とした洪水浸水想定区域を検討中。 

501

3

443

325

325

325

玉名市役所 

和水町役場 

山鹿市役所 
菊池市役所 

玉名市 

和水町 
山鹿市 

菊池市 

熊本市 

主要幹線道路等が浸水 
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